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8
年
前
の
春
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

一
上
で
偶
然
、
「
西
郷
隆
盛
の
手
紙
」

一
が
売
ら
れ
て
い
る
の
を
み
つ
け
た
。

一
西
郷
隆
盛
の
書
は
偽
物
だ
ら
け
だ

一
が
、
宛
名
を
み
て
、
ピ
ン
と
き
た
。

一
「
全
車
齢
酷
蹴
様
西
郷
吉
之
助
」
。

一
土
倉
修
理
助
と
は
岡
山
藩
の
家
老
・

一
土
倉
正
彦
(
1万
石
、
新
政
府
参
与
)

0

一
以
前
、
土
倉
家
の
文
書
が
古
本
市
に

一
出
て
い
た
の
を
み
た
気
が
す
る
か

一
ら
、
こ
の
書
簡
は
、
そ
の
ツ
レ
(
出

一
所
が
同
じ
V

で
、
本
物
の
可
能
性
が

一
高
い
、
と
思
っ
た
。

一
ー
私
の
先
祖
は
岡
山
新
国
務
の
藩
士
、

一
で
、
親
戚
一
同
こ
の
土
倉
と
と
も
に

一
入
京
し
、
出
嵐
戦
争
に
加
わ
っ
て
い

羽
一
る
。
西
郷
が
岡
山
藩
に
宛
て
た
書
簡

庄
一
は
そ
の
存
在
自
体
が
珍
し
い
。
働
鰐
、

一
興
味
が
わ
い
て
き
た
。
と
に
か
く
、

十
現
物
を
み
て
お
こ
う
と
、
こ
の
書
簡

u
-

を
販
売
し
て
い
る
京
都
の
古
美
術
居

期
一
に
開
い
た
。
庖
主
が
「
西
郷
南
洲
書

一
簡
属
額
」
を
抱
え
て
出
て
来
た
。
ゃ

一
は
り
本
物
に
み
え
る
。
ネ

γ
ト
上
で

一
売
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
λ

放
置
す

量
一
れ
ば
、
誰
か
に
買
わ
れ
、
故
郷
の
岡

f
一
山
に
戻
ら
な
く
な
る
。
私
が
買
っ
て

一
お
げ
ば
、
い
ず
れ
岡
山
の
資
料
館
に

一
で
も
収
ま
る
だ
ろ
う
。
古
文
書
は
緋

謹
一
舎
買
わ
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
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題字・種村山童歯科との接点西郷書簡

き
い
、

8
6
8年
)
1月
間
日
の
ー
書
簡
だ
。
激
怒
。
仏
兵
・
英
兵
・
米
海
兵
隊
な

υ
円
」
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
が
終
わ
っ
て
9
日
ど
が
神
一
円
f

一
一
帯
を
占
領
す
る
事
態
に

安
い
》
後
だ
p-こ
の
日
、
西
郷
は
岡
山
藩
家
な
っ
た
10

一
背
後
を
外
国
軍
に
占
領
さ
¥

た
。
一
老
の
土
倉
に
会
う
必
要
が
あ
っ
た
o

j

れ
で
は
1

江
戸
の
旧
幕
府
軍
を
攻
め

一
手
紙
神
戸
事
件
で
あ
る
。
鳥
羽
伏
見
の
直
ー
に
行
く
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
、
・

ま
じ
後
、
岡
山
港
兵
と
西
洋
列
強
の
軍
隊
¥
西
一
郷
は
因
っ
た
。
事
態
収
拾
の
た
~
一

た
。
明
日
早
朝
に
弊
宅
ま
で
お
立
ち
が
神
戸
の
町
で
偶
発
的
に
衝
突
、
交
~
め
1

岡
山
藩
の
家
老
と
面
談
す
る
必
、
}

寄
り
く
だ
さ
る
ー
と
の
こ
と
、
御
手
数
戦
し
た
事
件
で
あ
る
。
要
対
あ
ら
た
。
今
回
、
調
べ
て
み
る
一

に
な
り
、
御
礼
申
レ
十
一
げ
ま
す
。
い
辛
子

J

岡
山
藩
の
隊
列
を
フ
ラ
ン
ス
}
と
、
こ
の
書
簡
は
そ
の
時
の
も
の
ら
一

ず
れ
御
懇
志
に
す
が
り
、
お
待
ち
申
水
兵
が
横
切
っ
た
。
隊
長
の
滝
善
三
し
く
、
西
郷
の
全
集
に
も
載
っ
℃
い
一

し
上
げ
ま
す
の
湾
、
よ
ろ
し
く
お
願
郎
が
制
す
る
と
、
短
銃
で
狙
っ
て
き
ー
な
い
未
発
見
の
史
料
で
あ
っ
た
。
西
一

い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
分
お
礼
霞
た
の
で
棋
で
突
き
、
撃
ち
合
い
に
発
郷
の
文
面
は
へ
り
ぐ
だ
っ
て
い
て
実
一
一

』
が
く
の
賠
く
b

正
月
十
五
日
展
じ
た
。
運
悪
く
、
西
洋
列
国
の
公
に
丁
重
で
あ
る
。
こ
の
時
の
交
渉
こ
-

西
郷
吉
之
助
」
月
現
代
語
訳
)
と
あ
使
が
近
く
に
い
た
。
そ
の
頭
上
を
弾
そ
が
、
日
本
の
新
政
府
が
最
初
に
行
一
-

っ

た

。

丸

が

飛

ん

だ

。

英

公

使

パ

l
ク
ス
が
っ
た
外
没
交
渉
だ
。
結
局
、
新
政
府
一

こ
れ
は
お
そ
ら
く
慶
応
ヰ
年
〈
1

「
文
明
固
に
あ
る
ま
じ
き
こ
と
」
と
は
岡
山
藩
の
隊
長
・
滝
善
一
一
一
郎
1
人
一

を
切
腹
さ
せ
て
決
着
さ
せ
た
。
岡
山
、
一

藩
は
米
海
兵
隊
と
最
初
に
戦
っ
て
、
一

苦
杯
を
な
め
た
0

4

一

実
は
私
の
5
代
前
・
磯
田
由
道
の
一

即
時
・
高
山
紀
斎
が
こ
の
神
戸
事
件
の
一

現
場
、
隊
列
中
に
い
た
。
彼
は
今
度
一

こ
そ
ア
メ
リ
カ
に
負
け
ま
い
と
息
っ
一

た
か
軍
人
政
治
家
を
め
ざ
し
米
国
に
一

留
学
し
た
。
し
か
し
虫
歯
に
な
づ
た
。
一

治
療
し
て
く
れ
た
米
国
人
に
説
得
さ
-

れ
進
路
変
更
。
歯
医
者
に
な
り
1

帰
~
J

一

因
し
て
現
存
最
古
の
近
代
歯
科
医
学

ι

校
を
創
っ
た
。
-
L
れ
が
東
京
歯
科
大

v-

学
に
な
る
of
大
正
天
皇
の
乳
歯
も
役
:
一

が

抜

い

た

。

一

こ
の
記
事
の
た
め
、
滝
善
三
郎
の
一

子
孫
を
探
し
て
、
岡
山
市
の
広
瀬
町

に
電
話
を
か
け
た
ら
、
子
孫
が
出
て
r

『
滝
家
も
、
そ
の
後
、
代
々
歯
科
医

で
す
」
と
い
わ
れ
た
。
神
戸
事
件
は

日
本
の
商
科
の
発
展
に
つ
な
が
っ
た

の
か
。
戦
争
は
痛
い
。
虫
歯
を
治
す

ほ
-
つ
が
い
い
に
き
ま
っ
て
い
る
。
く

だ
ん
の
西
郷
書
簡
は
今
も
私
の
部
屋

に
あ
る
。

国
・
村
上
豊


